





























































60 年度 61 年度 62 年度 63 年度 元年度 2 年度 3 年度 4 年度 5 年度
小学校 96,457 26,306 15,727 12,122 11,350 9,035 7,718 7,300 6,390
中学校 52,891 23,690 16,796 15,452 15,215 13,121 11,922 13,632 12,817
高等学校 5,718 2,614 2,544 2,212 2,523 2,152 2,422 2,326 2,391
計 155,066 52,610 35,067 29,786 29,088 24,308 22,062 23,258 21,598
6 年度 7 年度 8 年度 9 年度 10 年度 11 年度 12 年度 13 年度 14 年度 15 年度 16 年度 17 年度
小学校 25,295 26,614 21,733 16,294 12,858 9,462 9,114 6,206 5,659 6,051 5,551 5,087
中学校 26,828 29,069 25,862 23,234 20,801 19,383 19,371 16,635 14,562 15,159 13,915 12,794
高等学校 4,253 4,184 3,771 3,103 2,576 2,391 2,327 2,119 1,906 2,070 2,121 2,191
特殊教育諸学校 225 229 178 159 161 123 106 77 78 71 84 71
計 56,601 60,096 51,544 42,790 36,396 31,359 30,918 25,037 22,205 23,351 21,671 20,143
18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度
小学校 60,897 48,896 40,807 34,766 36,909 33,124 117,384
中学校 51,310 43,505 36,795 32,111 33,323 30,749 63,634
高等学校 12,307 8,355 6,737 5,642 7,018 6,020 16,274
特別支援学校
（特殊教育諸学校） 384 341 309 259 380 338 817
計 124,898 101,097 84,648 72,778 77,630 70,231 198,109
25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度
小学校 118,748 122,734 151,692 237,256 317,121
中学校 55,248 52,971 59,505 71,309 80,424
高等学校 11,039 11,404 12,664 12,874 14,789
特別支援学校 768 963 1,274 1,704 2,044
計 185,803 188,072 225,132 323,143 414,378
図１　いじめの認知（発生）件数の推移
（出典）文部科学省「平成29年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」
（http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/30/10/__icsFiles/afieldfile/2018/10/25/1410392_1.pdf   2028.11.4アクセス）より
（注 1）平成 5 年度までは公立小・中・高等学校を調査。平成 6
年度からは特殊教育諸学校，平成 18 年度からは国私立
学校を含める。
（注 2）平成 6 年度及び平成 18 年度に調査方法等を改めている。
（注 3）平成 17 年度までは発生件数，平成 18 年度からは認知件数。






































































【調査の概要】　サンプル　5,1484 名（2015 年：3,892 名，2018 年：1,292 名）
　　　　　　　調査方法：自記式質問紙調査法。ホームルーム時に実施・回収
　　　　　　　　　　　　※ 2015 年は全学年，2018 年は１年生のみ
　　　　　　　調査期間：2015 年 4 月～ 10 月および 2018 年 5 月～ 11 月
表1　調査サンプルの概要
A 校 B 校 C 校 D 校 E 校
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
2015 年 239 232 395 427 509 526 338 373 413 440
2018 年 129 107 138 145 153 201 125 108 105 81
表2　個人所有のケータイ
スマホ ガラケー
2015 年 2018 年 2015 年 2018 年
A 校 n 428 216 63 13
% 90.1% 91.5% 13.3% 5.5%
B 校 n 738 275 107 20
% 88.9% 96.2% 12.9% 7.0%
C 校 n 978 351 89 16
% 91.6% 98.9% 8.3% 4.5%
D 校 n 685 231 53 14
% 93.7% 98.7% 7.3% 6.0%
E 校 n 808 175 70 13
% 94.3% 94.1% 8.2% 7.0%
表３　SNSおよびアプリ利用率（「毎日利用している」と回答したものを抽出）
twitter LINE youtube ツイキャス mixchannel
2015 年 2018 年 2015 年 2018 年 2015 年 2018 年 2015 年 2018 年 2015 年 2018 年
A 校 n 197 68 303 183 196 139 7 3 5 1
% 42.0% 30.1% 64.3% 78.9% 41.7% 61.0% 1.5% 1.4% 1.1% 0.4%
B 校 n 364 101 626 236 344 177 10 11 8 2
% 44.6% 36.2% 76.0% 83.7% 42.0% 62.8% 1.9% 4.0% 1.5% 0.7%
C 校 n 692 193 826 297 491 262 28 10 23 3
% 67.8% 56.1% 80.5% 84.1% 48.1% 74.9% 2.8% 3.0% 2.3% 0.9%
D 校 n 482 118 593 200 336 185 24 5 27 0
% 68.7% 52.0% 83.9% 87.3% 48.2% 80.4% 3.5% 2.2% 3.9% 0.0%
E 校 n 522 104 705 157 446 147 28 14 39 6






































































2015 年 2018 年 2015 年 2018 年
A 校 n 163 88 D 校 n 197 70
% 34.8% 38.1% % 28.0% 30.0%
B 校 n 313 132 E 校 n 195 41
% 38.2% 46.6% % 23.2% 23.3%























































　 複数回あり 単発あり 経験なし
2015 年 2018 年 2015 年 2018 年 2015 年 2018 年
A 校 n 7 0 18 3 450 233
　 % 1.5% 0.0% 3.8% 1.3% 94.7% 98.7%
B 校 n 9 0 24 3 797 283
　 % 1.1% 0.0% 2.9% 1.0% 96.0% 99.0%
C 校 n 14 5 43 7 1011 343
　 % 1.3% 1.4% 4.0% 2.0% 94.7% 96.6%
D 校 n 16 2 30 7 685 225
　 % 2.2% 0.9% 4.1% 3.0% 93.7% 96.2%
E 校 n 15 5 32 4 810 177





















































ブログ 個人情報 画像動画 LINE twitter
2015 年 2018 年 2015 年 2018 年 2015 年 2018 年 2015 年 2018 年 2015 年 2018 年
A 校 n 1 0 0 0 0 0 13 0 11 1
　 % 4.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 52.0% 0.0% 44.0% 33.3%
B 校 n 12 0 3 0 3 0 10 1 19 1
　 % 36.4% 0.0% 9.1% 0.0% 9.1% 0.0% 30.3% 33.3% 57.6% 33.3%
C 校 n 5 4 5 1 6 2 14 5 36 3
　 % 8.8% 33.3% 8.8% 8.3% 10.5% 16.7% 24.6% 41.7% 63.2% 25.0%
D 校 n 8 2 6 0 5 1 21 2 22 2
　 % 17.4% 22.2% 13.0% 0.0% 10.9% 11.1% 45.7% 22.2% 47.8% 22.2%
E 校 n 28 2 1 1 8 0 8 3 15 3




























　 A 校 2015 A 校 2018 B 校 2015 B 校 2018 C 校 2015 C 校 2018
スマホ所有 －.011 　 －.068 　 .066 　 .058 　 －.010 　 －.108 　
ガラケー所有 .089 　 －.068 　 .130 ＊ －.019 　 .028 　 .031 　
twitter 頻度 .049 　 .139 　 －.036 　 .004 　 －.029 　 －.141 　
LINE 頻度 －.030 　 －.015 　 －.040 　 .161 + －.050 　 .117 ＋
youtube 頻度 .027 　 －.098 　 .027 　 －056 　 .058 　 －.065 　
ツイキャス頻度 －.047 　 －.040 　 －.018 　 －.045 　 －.086 ＊ .002 　
mixchannel 頻度 －.042 　 .068 　 .017 　 －.175 + .153 ＊＊＊ －.084 　
ネット利用時間 .100 　 －.037 　 .008 　 .131 　 .053 　 －.032 　
ネットルール －.006 　 .066 　 －.088 + －.154 + .040 　 .041 　
ひやかし，悪口 －.110 + －.269 ＊ －.161 ＊＊ －.127 　 －.165 ＊＊＊ －.048 　
仲間外れ，無視 －.089 　 .032 　 －.081 　 .082 　 －.105 ＊ －.195 ＊
叩く，金銭要求 .036 　 .045 　 －.046 　 －.156 + .093 ＊ －.044 　
コメント欲しい －.082 　 .183 + .054 　 －.119 　 .023 　 .020 　
複数 ID 所有 －.057 　 －.240 ＊ －.048 　 －.134 　 －.055 　 .040 　
LINE 外しを経験 .049 　 .048 　 .008 　 .127 　 －.080 ＊ .110 　
LINE 既読無視 －.059 　 .036 　 －.004 　 －.080 　 －.011 　 .009 　
ネット投稿 .005 　 －.120 　 .009 　 .278 ＊＊ .011 　 .001 　
リアルで会う －.003 　 .017 　 －.096 + .027 　 －.037 　 .038 　
課金ゲーム .000 　 .053 　 －.077 　 －.040 　 .016 　 －.166 ＊
LINE グループ多 －.072 　 －.087 　 －.073 　 －.092 　 .033 　 －.027 　
中学成績 －.098 + .083 　 －.024 　 .106 　 －.048 　 －.050 　
高校成績 －.052 　 .093 　 －.092 + .050 　 －.035 　 －.128 +
R2 .115 　 .127 　 .155 　 .180 　 .104 　 .156 　




























　 D 校 2015 D 校 2018 E 校 2015 E 校 2018
スマホ所有 －.051 　 －.023 　 －.020 　 －.136 　
ガラケー所有 －.032 　 －.087 　 .026 　 .020 　
twitter 頻度 .001 　 －.061 　 .020 　 .046 　
LINE 頻度 .031 　 －.038 　 －.124 ＊ －.123 　
youtube 頻度 .032 　 －.063 　 .041 　 －.031 　
ツイキャス頻度 －.151 ＊＊ －.007 　 －.070 　 .140 　
mixchannel 頻度 －.038 　 .126 + －.009 　 .029 　
ネット利用時間 .007 　 －.154 ＊ .084 　 －.060 　
ネットルール .024 　 .108 　 －.011 　 .070 　
ひやかし，悪口 －.112 ＊ －.228 ＊ －.208 ＊＊＊ －.084 　
仲間外れ，無視 －.159 ＊＊ .115 　 －.087 　 －.236 +
叩く，金銭要求 －.101 ＊ －.070 　 .092 　 －.192 +
コメント欲しい .018 　 －.181 ＊ －.019 　 －.011 　
複数 ID 所有 .030 　 －.140 　 －.012 　 －.198 +
LINE 外しを経験 .013 　 －.134 + －.095 + .115 　
LINE 既読無視 .133 ＊＊ .098 　 －.027 　 .026 　
ネット投稿 －.027 　 .017 　 .078 　 －.026 　
リアルで会う －.022 　 .080 　 .003 　 .203 +
課金ゲーム .064 　 －.077 　 .087 　 －.182 +
LINE グループ多 .003 　 －.080 　 .124 ＊ .053 　
中学成績 .018 　 －.223 ＊＊ .102 + －.196 +
高校成績 －.111 ＊ .151 ＊ －.010 　 .033 　
R2 .144 　 .236 　 .128 　 .218 　
（p<0.001: ＊＊＊，p<0.01: ＊＊，p<0.05: ＊，p<0.1: +）
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の利用時間が長いほどネットいじめの被害者に
なっているので，ネット依存に陥っている生徒
ほどネットいじめの被害者となってきたことが
考えられる。とりわけ，D校においては中学や
高校での成績がネットいじめの有無に大きな影
響を与えていることは指摘しなければならな
い。2015年は高校での成績が「下」の生徒に
ネットいじめが多く見られたが，2018年では
中学の成績が「下」，高校の成績が「上」に移
動した生徒にネットいじめの被害が多くなって
いる。以前は成績が下がった生徒に対して留意
する必要があったが，現在は中学から高校にか
けて成績が上昇した生徒について留意する必要
が考えられるのである。
　最後に，E校についてみてみたい。E校はD
校と反対に，ネットいじめが重篤なリアルいじ
めとの関係が強くなっていることがその特徴と
なる。2015年ではひやかしやからかいとの関
係が強かったが，2018年にはその影響は弱ま
り，それにかわって仲間はずれや無視，叩かれ
たり金銭を要求されるといった重篤なリアルい
じめとの関係が見られるようになっている。す
なわち，リアルいじめとネットいじめが地続き
の関係に進んでしまっているのである。また，
E校もD校と同様に中学での成績がネットいじ
めの有無に影響を与えている。2015年では中
学の成績が上だった生徒にネットいじめの被害
が多くなっていたが，2018年では中学の成績
が下だった生徒に被害が多くなっている。2015
年では自分たちよりも勉強ができる生徒に対し
てネットいじめを行っていたが，現在は自分た
ちよりもより勉強のできない生徒に対してネッ
トいじめを行っていることが伺える。
３．ネットいじめ抑止に向けて　　　　
―啓発の方向性について考える―
　以上の結果から考えられることは，同じ高校
階層であっても，ネットいじめの被害者となる
要素は，その学校文化によって大きく異なると
いうことである。AB校やCD校は偏差値から
みるとほぼ同等の学校であり，学力的な差異は
ほとんどないといってよい。にもかかわらず，
ネットいじめを構成する要素は経年変化によっ
て大きな違いが見られた。こうした結果を学校
現場に還元し，生徒たちがどのように変化した
のかという現場側からの意見を踏まえ，啓発活
動を行う必要がある。これまでの研究結果から
も明らかにしてきたことではあるが，学校での
実態とかけ離れた啓発活動では，生徒たちの実
態に効果をもたらさないばかりか，新たないじ
めの呼び水となってしまうことも考えられるか
らである。
　例えば，D校では2015年の結果を踏まえ，
子どもたちの多様性を認め合うHRでの取り組
みを実施し，子どもたちの価値観に揺さぶりを
かける活動を継続して行ってきた。その結果と
して，D校でのネットいじめは減少し，重篤な
リアルいじめとの相関も弱くなってきている。
また，京都府下の高等学校は学校改革にともな
い，入学する生徒そのものが以前の生徒と質的
に大きく異なるというケースが見られる。この
ような生徒たちの変容も考慮に入れ，継続的な
啓発活動と検証は不可欠であるといえよう。
　大多和直樹（2016）はいじめの発生要因と
して，学校固有の空気感がもつ「磁場」である
と指摘し，たとえ同じ学力階層であってもネッ
トいじめの発生率が学校ごとに異なること，そ
れらを踏まえて学校の実情に合った啓発の必要
性を提唱した（2）が，本調査も大多和の主張が
一定の年数が経過した段階であっても同様であ
ることを支持できる結果となっている。すなわ
ち，学校に合った啓発活動を行うことで新たな
ネットいじめの要因が出現し，それらを踏まえ
て生徒指導を行わなければならないという示唆
である。
　この4年間という短い期間でさえ，インスタ
高等学校におけるネットいじめの啓発効果に関する実証的研究
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グラムや Tik Tokの流行など，当時にはほと
んど見られなかったアプリやSNSが高校生の
流行の中心となっている。ネットいじめは若者
のネット流行によってその舞台が大きく変容す
る。我々大人がきちんとその便利さと同時に
「危うさ」を伝え，子どもたちの動向を意識す
ることが必要なのである。
【付記】
　本論文は文部科学省科学研究費補助金基盤研
究 （B） 15H03491「ネットいじめの構造とその
対策に関する実証的研究」（研究代表者：原清
治，2015 ～ 2018年），科学研究費補助金挑戦
的研究（萌芽）17K18677「ネットいじめの国
際比較―世界共通質問紙作成の挑戦―」（研究
代表者　原清治，2017 ～ 2019年）の研究の成
果の一部である。
　なお，本稿は抄録，1を原が，2，3を浅田が
担当したが，その責任は両者が等しく負うもの
である。
【注記】
（1） 原清治「いじめ問題」西岡加名恵編著『教職教
養講座第7巻特別活動と生徒指導』協同出版，
2017年，pp.154-171
（2） 大多和直樹・小針誠・小林至道「ネットいじめ
の構造とその対策に関する実証的研究（Ⅱ）─
高等学校の生徒文化とネットいじめの関係に注
目して─」日本教育社会学会第68回大会発表資
料，2016年
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